












Effect of polymorphism of apolipoprotein E and angiotensin-
converting enzγme genes on arterial wall thickness. 
(動脈壁肥厚に及ぼすアポリポ蛋白Eとアンジオテンシン変換酵素遺伝子
多型の影響)















NIDD:vI患者のapoE遺伝子型はE2/E2型O名 (0%)， E2/E3型26名 (7.3%)，E2IE4型7名 (2.0%)，
E3/E3型261名 (73.3%)，E3/日4型60名 (16.9%)，E4/E4型2名 (0.6%)，ACE遺伝子型はE刑147名









動脈のlMTについてはl¥lDDM患者では年齢， D遺伝子.LDLコレステロールが CR2 ==0.154， p<O.OOOO. 
健常者では年齢.性別，収縮則血圧， LDLコレステロールが正の， HDLコレステロールが負の危険因子
(1{ 2 =0.297， p<O.OOOl)として挙げられた。大腿動脈の1日TについてはNIDDM患者では年齢，収縮期


















apoE遺伝子型でのE2/E2，E2/E3， E2/E4. E3/E3， E3/E4， E4/E4のそれぞれの頻度は健常者との間に
有意差がなかった。 ACE遺伝子型のI，ID. DD型の分布頻度も健常者との聞に有為差がなかった。
KIDDM患者a.poE遺伝子各型において年齢，空腹時血糖，総コレステロール， HDLコレステロール，
血圧，頚動脈・大腿動脈IMTに有意差を認めなかった。 NIDDM患者のACE遺伝子各型において年齢，
空腹時血糖，総コレステローJレ.HDLコレステロール.LDLコレステロール血圧，大腿動脈のIMTに有
意差をみとめなかったが，頚動脈のIMTはDD型においてE型より有意に高値であった。健常者でiまapoE.
ACE遺伝子各型聞において年齢，空腹時血糖，総コレステローJレ， HDLコレステロール. LDLコレステ
ロール血圧，頚動脈・大腿動脈のIMTに有意差をみとめなかった。
頚動脈と大腿動脈のIMTに及ぼすE4遺伝子.D遺伝子の影響を多変量解析で検討した。頚動脈のIMT
についてNIDDM患者では年齢.D追伝子.LDLコレステロールが，健常者では年齢，性，収縮期血圧，
LDLコレステロールが正の.HDしコレステロールが負の危険因子としてあげられた。大腿動脈の品1Tに
ついてはNIDDM患者では年齢.収縮期血圧，性，糖尿病の，寵病期間が，健常者では年齢，喫煙歴が正の
危険因下としてあげられた。
以上のごとく本研究はD遺伝子についてNIDDM患者の室長動脈lMTと有意の関連性を見いだしたもので
あり，糖尿病の動脈硬化の病態生理に新fこな知見を加えたことにより，博上(医学)を授与するに値する
ものと考えられた。
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